
収
益
拡
大
に
結
び
つ
く
明
確
な
経
営
戦
略
が
重
要�

地
銀
系
証
券
の
存
在
感
�

【特集】�

2
0
0
0
年
ご
ろ
か
ら
相
次
い
で
設
立
さ
れ
た
地
銀
系
証
券
が
、
い
ま
も
増
え
続
け
て
い
る
。

だ
が
、「
親
銀
行
と
の
連
携
」
と
い
う
共
通
キ
ー
ワ
ー
ド
は
あ
る
も
の
の
、
設
立
の
経
緯
や
営
業

手
法
の
違
い
は
し
だ
い
に
鮮
明
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
成
功
モ
デ
ル
の
模
索
は
い
ま
も
続
く
。
�

証
券
子
会
社
を
や
る
選
択
、
や
ら
な
い
選
択�

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券�

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト�

　
　
　
高
橋
　
克
英�

相
次
ぐ

証
券
子
会
社
設
立

２
０
０
９
年
、
百
五
、
中
国
、
西

日
本
シ
テ
ィ
の
三
つ
の
銀
行
が
証
券

子
会
社
を
も
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

０６
年
以
降
、
証
券
子
会
社
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
地
域
銀
行
は
九
つ
に
の
ぼ

る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
地
域
銀

行
の
証
券
子
会
社
設
立
が
続
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
背
景
に
は
、
収
益
源
の
多
様

化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
み
え
る
。

多
く
の
地
域
銀
行
で
は
、
収
益
向
上

策
と
し
て
、
貸
出
増
強
、
手
数
料
収

入
増
強
、
有
価
証
券
運
用
強
化
の
三

つ
の
分
野
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
業
務
は
、
大
手
行
や
そ
の

他
地
域
金
融
機
関
も
同
様
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
い
る
分
野
で
、
競
争
は
厳

し
い
。
地
域
経
済
の
構
造
的
低
迷
や

異
業
種
と
の
競
争
を
視
野
に
入
れ
れ

ば
、
さ
ら
に
、
�
異
業
種
へ
の
進

出
、
�
合
従
連
衡
に
よ
る
規
模
の
拡

大
と
い
っ
た
抜
本
的
な
収
益
向
上
策

を
掲
げ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
と
く

に
、
地
域
銀
行
の
異
業
種
進
出
先
と

し
て
は
、
証
券
業
務
、
信
託
業
務
、

ノ
ン
バ
ン
ク
業
務
、
投
資
銀
行
業
務

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で

も
、
進
展
著
し
い
の
が
、
証
券
業
務

へ
の
進
出
と
い
え
る
。

地
域
銀
行
に
よ
る
証
券
子
会
社
設
立
が
ふ
た
た
び
活
発
化
し
て
い
る
。
背
景
に
は
、
地
域
経
済
が
低
迷
し

貸
出
が
伸
び
悩
む
な
か
、
収
益
源
を
多
様
化
す
る
必
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
で
、
商
業

銀
行
へ
の
原
点
回
帰
を
鮮
明
に
し
、
あ
え
て
証
券
業
務
を
や
ら
な
い
と
い
う
選
択
も
あ
る
。
地
域
銀
行
に

と
っ
て
、
証
券
業
務
を
や
る
選
択
、
や
ら
な
い
選
択
の
双
方
の
利
点
を
考
え
る
。

10金融財政事情２０１０．６．２８



銀行� 証券会社／証券子会社�

（出所）　シティグループ証券。�

信託�

外貨預金�

預金�

年金保険�

保険�

国内投信�

国債・地方債�

債券�

投信�

外国投信�

社債・劣後債�

外債・仕組債�

投信�

ETF／REIT
株式�

債券�

実
際
、
地
域
銀
行
各
行
は
、
リ
テ

ー
ル
業
務
の
深
耕
、
手
数
料
収
入
の

拡
大
を
目
指
し
、
銀
行
本
体
で
の
金

融
商
品
販
売
（
預
り
資
産
残
高
の
増

強
）
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
投

資
信
託
や
国
債
な
ど
公
共
債
だ
け
で

は
な
く
、
個
人
年
金
保
険
の
獲
得
に

も
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
広

く
地
元
個
人
取
引
先
の
拡
大
や
、
株

式
投
信
な
ど
リ
ス
ク
性
商
品
販
売
の

さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
し
、
証
券
会

社
と
の
金
融
商
品
仲
介
業
務
の
強

化
、
証
券
子
会
社

設
立
、
証
券
子
会

社
と
の
共
同
店
舗

設
置
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

証
券
子
会
社
を

設
置
す
れ
ば
、
地

域
銀
行
本
体
で
は

公
共
債
、
国
内
投

信
、
年
金
保
険
な

ど
を
取
り
扱
い
、

証
券
子
会
社
の
窓

口
で
は
外
国
投
信

や
外
債
、
仕
組
債

と
い
っ
た
リ
ス
ク

の
高
い
商
品
を
取

り
扱
う
こ
と
で
棲

み
分
け
を
図
り
、

幅
広
い
地
元
顧
客

を
取
り
込
む
こ
と

が
可
能
と
な
る

（
図
表
１
）。
個

人
の
資
産
運
用
へ

の
関
心
が
強
ま
る

な
か
、
総
合
的
な

金
融
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
団
塊
世
代
の
退

職
金
を
は
じ
め
、
高
齢
者
や
富
裕
層

を
取
り
込
む
狙
い
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
銀
行
の
法
人
顧
客
を
証
券
子
会

社
に
紹
介
す
る
こ
と
で
、
Ｍ
＆
Ａ
や

株
式
の
譲
渡
、
資
産
運
用
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
提
供
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

預
り
資
産
残
高
比
率
の

高
さ
と
相
関

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
現
在
、
１２

行
が
証
券
子
会
社
を
有
し
て
い
る
。

お
も
に
、
�
新
規
設
立
、
�
共
同
出

資
設
立
、
�
地
場
証
券
会
社
の
子
会

社
化
と
い
う
三
つ
の
設
立
形
態
が
あ

り
、
１２
地
銀
に
お
い
て
は
、
�
２

社
、
�
５
社
、
�
（
含
む
持
分
適
用

会
社
化
）
５
社
と
い
う
内
訳
に
な
っ

て
い
る
（
図
表
２
）。

な
お
、
図
表
３
に
あ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
１２
行
は
、
概
し
て
、
地
域
銀

行
の
平
均
よ
り
も
総
預
金
に
占
め
る

個
人
預
金
比
率
が
高
い
だ
け
で
な

く
、
個
人
預
金
に
対
す
る
預
り
資
産

残
高
比
率
も
高
い
と
い
う
傾
向
が
あ

る
。
も
と
も
と
リ
テ
ー
ル
業
務
に
強

〔図表２〕 地域銀行１２行：証券子会社・関係会社

従業員数
（人）

１５２
２１９
５２
１５５
―
１９３
―
８０
２４１
１４０
２３７
７１

（注） 店舗数には出張所等含む。
（出所） カンパニーレポート、シティグループ証券。

店舗数

うち
銀行共同
店舗等

２
３
２
１
４
３
―
―
２
１１
１
２

９
１６
４
１４
１２
１６
１
３
２６
１３
１４
３

銀行および
銀行Gr持分

横浜銀行５１％
千葉銀行Gr ４８．７％
常陽銀行１００％
静岡銀行Gr ８５．１％
八十二銀行１００％
第四銀行４７．０％
百五銀行１００％
中国銀行１００％
広島銀行５０％
山口ＦＧ６０％

福岡銀行Gr ２９．０％
西日本シティ銀行６０％

資本金
（億円）

３３．１
４３．７
３０．０
３０．０
８．０
６．０
３０．０
２０．０
６１．０
１２．７
２２．０
１５．８

設立年
（傘下入年）

０８年１１月
９８年３月
０７年１１月
００年１２月
０６年４月
０６年３月
０９年８月
０９年６月
０８年１月
０７年７月
０４年１２月
０９年９月

設立形態

共同出資会社
地場証券子会社化

新規設立
共同出資会社

地場証券子会社化
地場証券子会社化

新規設立
地場証券子会社化
共同出資会社
共同出資会社
持分法適用会社
共同出資会社

証券会社名

浜銀ＴＴ証券
中央証券
常陽証券

静銀ティーエム証券
八十二証券
新潟証券
百五証券
中銀証券

ひろぎんウツミ屋証券
ワイエム証券
前田証券

西日本シティＴＴ証券

〔図表１〕 地域銀行：銀行と証券子会社の商品構成
（イメージ）

【特集】地銀系証券の存在感�
�
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30.0％�

％�

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

－� 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

個
人
預
金
比
率
（
個
人
預
金
／
総
預
金
）�

預り資産比率（預り資産／個人預金）�

（注）　横浜銀行、千葉銀行、常陽銀行、静岡銀行、八十二銀行、第四銀�
　　行、百五銀行、中国銀行、広島銀行、山口ＦＧ、福岡銀行、西日本�
　　シティ銀行の各数値。預り資産は投資信託＋公共債＋個人年金保険�
　　の合計値。�
（出所）　カンパニーレポート、シティグループ証券一部推計。�

く
、
か
つ
重
視
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー
を

も
つ
地
域
銀
行
の
基
盤
は
、
証
券
子

会
社
設
立
な
ど
リ
テ
ー
ル
証
券
業
務

の
強
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
固
に
な

る
と
い
う
、
好
循
環
を
生
み
出
し
て

い
る
と
い
え
る
。

躍
進
す
る
証
券
子
会
社
の

陰
で横

浜
銀
行
を
例
に
あ
げ
る
と
、
０８

年
１１
月
に
開
業
し
た
浜
銀
Ｔ
Ｔ
証
券

（
横
浜
銀
行
５１
％

出
資
）
は
、
個
人

富
裕
層
等
に
質
の

高
い
証
券
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
０９

年
度
の
営
業
利

益
、
当
期
利
益
と

も
に
黒
字
計
上
し

た
。
１０
年
３
月
の

預
り
資
産
残
高
は

前
年
比
４
６
２
億

円
増
加
し
１
７
５

０
億
円
に
達
し
て

い
る
（
本
誌
１５
ペ

ー
ジ
参
照
）。
な

お
、
横
浜
銀
行
で
は
、
投
資
信
託
や

年
金
保
険
、
外
貨
預
金
、
公
共
債
な

ど
個
人
向
け
投
資
型
商
品
残
高
１
兆

７
３
２
２
億
円
（
う
ち
浜
銀
Ｔ
Ｔ
証

券
預
り
資
産
残
高
１
６
２
２
億
円
）

を
３
年
間
で
２７
％
増
加
さ
せ
、
１２
年

度
に
は
２
兆
２
０
０
０
億
円
と
す
る

計
画
だ
。
そ
の
結
果
、
個
人
向
け
預

り
資
産
に
占
め
る
個
人
向
け
投
資
型

商
品
比
率
は
、
現
在
の
１８
・
２
％
か

ら
２１
％
程
度
に
上
昇
す
る
と
し
て
い

る
。０７

年
に
営
業
開
始
し
た
ワ
イ
エ
ム

証
券
（
山
口
Ｆ
Ｇ
６０
％
出
資
）
で

は
、
山
口
銀
行
、
も
み
じ
銀
行
と
の

共
同
店
舗
形
態
で
の
出
店
は
、
１３
店

舗
中
１１
店
舗
に
及
ん
で
い
る
。
今
年

３
月
末
の
登
録
口
座
は
２
万
６
１
５

４
口
座
、
預
り
資
産
残
高
も
１
９
４

６
億
円
で
、
０９
年
度
は
黒
字
を
確

保
。
銀
行
本
体
か
ら
ワ
イ
エ
ム
証
券

へ
、
投
信
販
売
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い

る
の
が
特
徴
的
だ
（
本
誌
２２
ペ
ー
ジ

参
照
）。

中
国
銀
行
は
、
従
来
か
ら
６７
カ
店

で
大
手
証
券
会
社
３
社
の
金
融
商
品

仲
介
業
務
を
展
開
し
て
き
た
。
昨
年

６
月
に
津
山
証
券
を
子
会
社
化
。
今

年
５
月
に
、
商
号
を
中
銀
証
券
に
変

更
し
、
銀
行
本
体
と
の
金
融
商
品
仲

介
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
新
た

に
中
銀
証
券
の
み
を
仲
介
す
る
専
用

店
舗
を
５９
カ
店
追
加
し
、
計
１
２
６

店
舗
で
中
銀
証
券
の
商
品
を
取
り
扱

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
年
後
に
単
年
度
黒
字
化
を
目
指
す

と
い
う
。

一
方
、
千
葉
銀
行
は
、
早
く
も
９８

年
３
月
に
中
央
証
券
を
グ
ル
ー
プ
化

し
て
い
る
が
、
従
来
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
銀
行
本
体
で
の
金
融
商
品
販

売
に
注
力
し
て
い
た
。
し
か
し
１１
年

１
月
に
中
央
証
券
を
ち
ば
ぎ
ん
証
券

に
社
名
変
更
し
、
本
店
も
千
葉
へ
移

転
す
る
こ
と
を
発
表
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
す
方
針

を
打
ち
出
し
た
。
千
葉
県
を
中
心
に

基
盤
を
も
つ
中
央
証
券
は
、
す
で
に

約
６
万
５
０
０
０
の
登
録
口
座
、
預

り
資
産
も
５
０
０
０
億
円
を
超
え
、

株
式
関
連
手
数
料
を
中
心
に
０９
年
度

も
黒
字
を
確
保
し
て
い
る
。
今
後

は
、
個
人
向
け
に
加
え
企
業
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
（
株
式

公
開
、
債
券
発
行
、
Ｍ
＆
Ａ
）、
銀

行
と
証
券
で
の
商
品
戦
略
・
チ
ャ
ネ

ル
戦
略
の
統
一
的
展
開
、
地
域
シ
ェ

ア
の
向
上
、
従
業
員
の
資
産
運
用
ス

キ
ル
の
向
上
を
目
指
す
。

こ
の
よ
う
に
、
共
同
店
舗
の
拡
充

な
ど
に
よ
り
順
調
に
預
り
資
産
を
増

や
し
、
黒
字
を
確
保
す
る
証
券
子
会

社
が
あ
る
一
方
で
、
地
銀
系
の
証
券

〔図表３〕 地域銀行１２行：個人預金比率と預り資産比率
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や
は
り
と
い
う
べ
き
か
、
い
つ
も

ど
お
り
と
い
う
べ
き
か
、「
国
政
選

挙
直
前
に
特
有
の
議
員
立
法
」（
霞

ヶ
関
）
が
い
く
つ
か
成
立
し
た
。
選

挙
対
策
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
身
も

フ
タ
も
な
い
が
、
委
員
会
で
の
審
議

省
略
、
質
疑
な
し
、
あ
る
い
は
超
短

時
間
の
審
議
で
、
全
会
一
致
で
可
決

し
た
法
律
で
あ
る
。
会
期

最
終
日
の
６
月　

日
に
駆

16

け
込
み
的
に
成
立
し
た

「
戦
後
強
制
抑
留
者
に
係

る
問
題
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」。
旧
ソ
連
、
モ
ン

ゴ
ル
で
強
制
労
働
を
強
い

ら
れ
た
人
々
へ
の
特
別
給

付
金
を
支
給
す
る
と
い
う

も
の
だ
。
首
相
交
代
騒
ぎ

で
多
く
の
法
案
が
廃
案
あ

る
い
は
継
続
審
議
に
な
っ

た
ド
タ
バ
タ
国
会
で
、
な

ぜ
こ
の
法
案
が
最
終
日
に

成
立
し
た
の
か
、
国
民
は
な
か
な
か

そ
の
意
義
を
理
解
で
き
な
い
ま
ま
で

は
な
か
っ
た
か
。
北
朝
鮮
に
よ
る
拉

致
被
害
者
の
支
援
を
延
長
す
る
改
正

案
も
ほ
ぼ
フ
リ
ー
パ
ス
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
す
で
に
与
野
党
で
ほ

ぼ
合
意
し
た
も
の
の
、
委
員
会
に
送

ら
な
か
っ
た
幻
の
議
員
立
法
も
あ
っ

た
。
確
定
死
刑
囚
の
年
金
給
付
に
関

す
る
法
案
だ
。
最
近
、
死
刑
判
決
の

再
審
・
無
罪
判
決
が
続
い
て
お
り
、

被
告
の
人
権
保
護
の
観
点
か
ら
、
年

金
の
給
付
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の

だ
。
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
行
っ

て
い
れ
ば
被
告
の
無
罪
が
確
定
し
た

後
、
年
金
を
給
付
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
題
意
識
に
よ

る
。
こ
れ
は
宇
都
宮
・
日
弁
連

が
主
張
し
て
い
る
も
の
だ
。
た

だ
、
無
罪
か
有
罪
か
を
争
っ
て

い
る
最
中
に
「
あ
な
た
に
は
年

金
の
受
給
資
格
が
あ
り
、
免
除

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

な
ど
と
、
実
際
に
裁
判
所
な

り
、
刑
務
官
、
あ
る
い
は
検
事

が
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
と
い
っ
た
手
続
の
問
題

や
、
刑
事
補
償
で
包
含
さ
れ
て

い
る
と
い
う
考
え
方
も
成
り
立

ち
、
な
か
な
か
制
度
設
計
が
む

ず
か
し
い
。
た
だ
、
政
治
的
に
は
冤

罪
事
件
が
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
確
か
に
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
に

も
民
主
党
政
権
下
で
日
弁
連
寄
り
の

テ
ー
マ
が
目
白
押
し
。
こ
れ
か
ら
も

政
治
の
節
目
に
日
弁
連
の
主
張
が
表

面
化
す
る
気
配
が
濃
厚
で
あ
る
。

駆け込み法案の陰に

子
会
社
の
す
べ
て
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
黒
字
な
が
ら

累
積
赤
字
の
解
消
に
は
至
ら
な
い
、

管
理
損
益
を
勘
案
す
れ
ば
実
質
赤
字

状
態
の
証
券
子
会
社
も
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
設
立

か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
こ
と
、
地
元
の

市
場
規
模
が
小
さ
い
こ
と
、
想
定
し

て
い
た
ほ
ど
新
規
顧
客
が
見
込
め
な

か
っ
た
こ
と
、
金
融
危
機
と
タ
イ
ミ

ン
グ
が
重
な
っ
た
こ
と
、
銀
行
本
体

と
証
券
子
会
社
間
の
棲
み
分
け
が
う

ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

新
た
な
道
と
し
て
、
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
向
け
の
証
券
業
務
や
投
資
銀
行
業

務
を
強
化
し
て
い
く
と
い
う
方
策
も

考
え
ら
れ
る
が
、
現
実
は
厳
し
い
。

一
連
の
金
融
危
機
の
発
火
点
と
な
っ

た
こ
れ
ら
業
務
へ
の
視
線
は
厳
し

く
、
実
際
、
銀
行
の
高
リ
ス
ク
取
引

を
制
限
す
る
ア
メ
リ
カ
の
新
た
な
金

融
規
制
（
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
）
も

商
業
銀
行
に
よ
る
投
資
銀
行
業
務
を

お
も
な
対
象
と
し
て
お
り
、
先
行
き

不
透
明
感
が
あ
る
。

大
手
行
も
二
極
化

こ
の
よ
う
な
環
境
下
、
す
べ
て
の

地
域
銀
行
が
、
メ
ガ
バ
ン
ク
や
横
浜

銀
行
、
千
葉
銀
行
の
よ
う
に
、
証
券

子
会
社
を
立
ち
上
げ
展
開
し
、
収
益

貢
献
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

く
、
得
策
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
銀
行
に
は
、
豊
富
な
人
材
、
恵

ま
れ
た
営
業
基
盤
、
過
去
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

実
は
大
手
行
の
な
か
で
も
、
証
券

業
務
に
対
す
る
取
組
み
方
は
二
極
化

し
て
い
る
と
い
え
る
。
全
国
に
豊
富

な
顧
客
層
を
抱
え
る
メ
ガ
バ
ン
ク
３

行
は
、
み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
が
み
ず
ほ
証
券

と
み
ず
ほ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
証
券
、

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
が
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン

・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
が

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
な
ど
を
有

す
る
な
ど
、
リ
テ
ー
ル
向
け
、
ホ
ー

ル
セ
ー
ル
向
け
と
も
に
、
証
券
業
務

や
投
資
銀
行
業
務
の
強
化
に
積
極
的

で
あ
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
で
は
、
グ
ル
ー

プ
内
で
の
銀
証
・
信
証
協
働
に
よ

り
、
金
融
商
品
仲
介
モ
デ
ル
を
加
速
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さ
せ
て
い
る
。
三
井
住
友
銀
行
は
、

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
へ
の
個
人

向
け
商
品
の
仲
介
業
務
を
今
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
。
み
ず
ほ
銀
行
も
、
み

ず
ほ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
証
券
と
の
連

携
を
深
め
る
な
ど
、
顧
客
と
多
様
な

関
係
を
築
く
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

一
方
で
、
新
生
証
券
を
有
す
る
新

生
銀
行
を
除
け
ば
、
り
そ
な
、
中
央

三
井
、
住
友
信
託
、
あ
お
ぞ
ら
は
と

も
に
リ
テ
ー
ル
業
務
や
個
人
富
裕
層

業
務
を
中
核
業
務
の
一
つ
と
し
て
い

る
も
の
の
、
証
券
子
会
社
を
保
有
し

て
営
業
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
大
手
行
の
な
か

で
も
、
証
券
子
会
社
を
活
用
し
て
証

券
業
務
を
行
う
銀
行
、
行
わ
な
い
銀

行
と
、
方
針
の
違
い
が
明
確
に
表
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
易
な
参
入
が

将
来
の
負
担
に

こ
の
た
め
、
地
域
銀
行
は
、
証
券

業
務
の
強
化
や
証
券
子
会
社
の
設
立

が
本
当
に
必
要
な
の
か
否
か
、
再
度

見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

銀
行
と
証
券
子
会
社
と
の
間
で
シ

ナ
ジ
ー
効
果
は
実
際
に
ど
れ
ぐ
ら
い

あ
る
の
か
、
ク
ロ
ス
セ
ル
は
本
当
に

可
能
な
の
か
、
優
良
顧
客
の
囲
い
込

み
は
可
能
な
の
か
、
潜
在
的
な
新
規

顧
客
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
、
地

元
企
業
へ
の
投
資
銀
行
業
務
強
化
は

可
能
な
の
か
、
そ
も
そ
も
「
貯
蓄
か

ら
投
資
へ
」
の
動
き
は
本
当
な
の

か
、
と
い
っ
た
点
が
判
断
基
準
と
な

ろ
う
。
ま
た
、
な
ぜ
、
銀
行
本
体
で

の
金
融
商
品
販
売
だ
け
で
は
十
分
で

な
い
の
か
と
い
っ
た
検
討
も
必
要
と

な
る
。

こ
こ
数
年
来
、
銀
行
は
、
預
金
で

は
な
く
、
投
信
や
年
金
保
険
な
ど
運

用
商
品
の
販
売
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
行
員
は
金
融
商
品

販
売
員
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
銀
行
員

と
し
て
の
貸
出
提
案
能
力
の
低
下
や

預
金
獲
得
の
意
義
を
よ
く
理
解
で
き

な
い
行
員
が
増
え
て
い
る
と
い
う
懸

念
も
あ
る
。
薄
く
て
も
安
定
し
た
収

益
を
生
み
出
す
商
業
銀
行
業
務
へ
の

回
帰
と
い
う
道
が
、
世
界
的
に
も
日

本
に
お
い
て
も
あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
証
券
子
会
社
を
設
立

し
積
極
的
に
収
益
拡
大
を
目
指
す
地

域
銀
行
の
経
営
姿
勢
は
評
価
し
た

い
。
一
方
で
、
明
確
な
経
営
戦
略
や

採
算
性
を
逸
脱
し
て
の
証
券
業
務
強

化
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
証
券
業
務
を
や
ら
な
い
地
域

銀
行
に
お
い
て
は
、
や
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
な
ぜ
や
ら
な
い
の
か
、
そ

の
代
替
と
し
て
ど
こ
で
収
益
を
稼
い

で
い
く
の
か
と
い
っ
た
将
来
展
望
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ラ
イ
バ
ル
行
が
設
立
し

た
、
隣
接
他
行
も
設
立
す
る
、
地
場

証
券
に
適
当
な
投
資
先
（
再
建
先
）

が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
証
券
子

会
社
を
設
立
す
る
こ
と
は
将
来
の
負

担
と
な
り
か
ね
な
い
。

す
で
に
証
券
子
会
社
を
設
立
し
た

前
記
１２
行
の
地
域
銀
行
に
加
え
、
リ

テ
ー
ル
強
化
、
証
券
業
務
の
強
化
の

観
点
か
ら
、
今
後
も
規
模
の
大
き
い

地
域
銀
行
を
中
心
に
、
証
券
業
務
を

拡
充
す
る
施
策
の
検
討
は
進
む
と
考

え
ら
れ
る
。
北
陸
、
七
十
七
、
北

洋
、
京
都
、
群
馬
、
伊
予
、
南
都
、

十
六
、
大
垣
共
立
、
百
十
四
、
山
陰

合
同
、
東
邦
、
北
海
道
、
岩
手
銀
行

な
ど
多
く
が
そ
の
対
象
と
な
ろ
う
。

証
券
戦
略
に
は
、
収
益
拡
大
に
結

び
つ
く
明
確
な
成
長
戦
略
が
必
要
不

可
欠
だ
。
証
券
子
会
社
設
立
な
ど
の

証
券
業
務
を
や
る
銀
行
、
や
ら
な
い

銀
行
、
ど
ち
ら
の
選
択
に
も
銀
行
の

考
え
方
し
だ
い
で
勝
機
は
あ
ろ
う
。

た
か
は
し

か
つ
ひ
で

９３
年
三
菱
（
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
）

銀
行
に
入
行
、
日
興
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
を
経
て
、
９９
年
以
降
、
日
興
ソ

ロ
モ
ン
・
ス
ミ
ス
・
バ
ー
ニ
ー
証
券

（
当
時
）
に
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ア
ナ

リ
ス
ト
（
金
融
セ
ク
タ
ー
担
当
）
を

務
め
現
在
に
至
る
。
９３
年
慶
応
義
塾

大
学
経
済
学
部
卒
、
００
年
青
山
学
院

大
学
大
学
院
経
済
学
修
士
取
得
。
お

も
な
著
書
に
『
最
強
と
い
う
名
の
地

方
銀
行
』（
中
央
経
済
社
、
０７
年
）。
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